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ヒツジの採食量と消化管運動に及ぼすコレシストキニン－ 8

およびガストリン－I投与の影榔

上野草：，ι－大作文悼 JI

家市fr'干，n繁刷部

1 北海道民業研究センタ ー

要約

ヒツ ジの探食 ir！ と il'j化n＇ ~illl1に＆ぽす外 lkl'M：の il'j化作：t; ルモン．コレシストキニン－ 8 (CCK-8）およ

びガストリンー I-Hz 'Jーの効以について，淵べた

~-;j; 食 1 , tは．給制日目立h後10分以内ではii'f化fi' ホルモン股 lj・によって生J'I！食Ji.U,tz'J. （対！！のの47～67%に仰

:wiされたが その｛創立代!'ft的に附加する傾向が1認められた： 41'-l＇・ l i'\ Iの t~食総 lJ:は．イ（K｝；ではないが対！！（！と比

、．てmrtwホルモンtJ:lj.で設分少なめであった

部114'1'i w 1i/Jでは.CCK 8およびガストリン－ I l":z 'J-のがj1-2分後には前動喧f.",:itfがif'j火－したが．その

JIii制効以の持統H年川は位＇J・：止の多いほど長く.)!Ji,k.kl,c.；を心した1また.tr11:u11wt1徐様、の抗1'4111／迎ifi}Jのit［庄は．

'l' .. P［！食Yr.ii水位＇J・0）約1 .5 /;'H41Urf まで·：~ti/&1こW/ JJI J した後．伶々に投与1i1Jの本市にまで·JJJ った。 . Jj.第 一11'1:W1JJ

では．それらの位りによって述!TV.川Jil;l,IJはdめられるものの． ｜則的ーな川ほjυ必は，1忍め られなかった また． ト

・ . .r.守山では11））備な前助活f，＇，：・ i作はw1：~；1 されなかったが 1 生町！食Ji.』木J世 ＇J・と jじぺてWi化Yi' ;t;ルモンの十世与によっ

て日1ur,'11Fr:の光州がlfll:lil]される削j[,Jが必められた

CCK-8およびガストリンー lの第114'r'i' a( ifi}J ffll ;Iii）効~ーには19J1確な主同が認められなかったが．ガスト リ

ンー Iの抗・＇r'i迎助1Jilil,I)})j ！ねはCCK-8に比べて人・きく .1,ljjfl'i化作ホルモンに対する消化干（＇ :W!lllJのJ.,Z,,e_；・ドI：は

H'i化wの；＇＼j5f，＇，；で到なる ft(iJ11Jをノlミした

キーワード ：ヒツジ.CCK.ガストリン.-I草食：1t.ii'i化作五MvJ

1 

緒 百

’山iUflL[xに！比｜わるよ草食i1l湖付iは．家計の＇ I：：命や’l:.tむ・It

のt,ffi刊にとって吊.t_iな1U1H的機能であるが守そこには11,

似レベルでは刷版ドti1；叶：が． ボH'iレベルにおいてはH'1化

予；：ゃ!IFl臓':fr：が｜民I'Jし．さらにl’！？ド神経系やlttl械をはじめ

とする休械が'l','j-制11：述系として｜世｜うする惚Nftな機桝であ

る

－つのモデルではφ,fz1:i1iのf'il/:t（受科目詩や化学受科部叶：

からのシグナルが求心’ltPl1経路料山で寸j1桝に伝述され．

掠食行動のtr11;u1Jや促進が’；Iき起こされるとされている

191］えば.il'i＇ヒ仰のげ i化祈：への流入によってm化杭：が物JIil

的に拡張したり.il'l化州tjIのアミノ階や1)11/J/j酸によって

Wl化作ホルモンの分泌が引き起とされることにより保食

行動が1Ill(jllJされると与えられている＝ とくに.ffi(t'l'i' 

ホルモンの－f,fiであるCCKやガストリンは．多くの!Ii）］物

聞でJ菜食日をほドさせ川”，間月lの飽食IJ,1-fとして作川

することが矢｜｜られている。これらII川守ペプチドはぷ附

( ii'i1ヒ：mだけではなく 'II 』1再 （目前）にも fr{1：することが

｜りlらかにされているが．それらの作川機巾についてまだ

l分には1りl らかにされていない 1•1

20021ド4川121l受卜1・

11111礼mのii'i化作運動に対するCCKやガストリンの作川

は．、1j·mn1iに対する弛純作川で．その効出はH'i化1"1＇・の／~ll

1ιによってwなることも－~：1；されている Grovurn＂’は．
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ヒツジのお：＇，＇I)ill!ll/Jとn食：，tに及ぼすCCI<やガストリン

など数柿のWi化作ホルモンのf11川を調べ．いずれも,tr11:111J

交hH」のあることを 1制作している また. McLeayと

'Nong＂は invitroの実験で。 lズすう動物の 4つの11111の運

動はガストリン保ペフチドに対して，それぞれ異なる！ぷ

l,iSと感受性をijえすことを割問ーした ーJi. 卜．指JI弘11!1lJJ

については.CCIくの促進作JI]を，t:1.めたえでの報告11と

l!t進/1－：川とともにJfll;j;IJ11＝川も認めたラットでの制1?i ；， が

ある

み；縦（りでは．ヒツジにおける消化折ホルモンCCIくおよ

びガストリンの；jf;マヰ！をIIJJらかにするため．それらのfう「i此

f’E 

してJ主食fr動とn’i化杭：迎動への；形

刊を調べるとともにげi化作運動の

！山必・Itのftllfi，：.），＂；；について .is・τ4した

材料および方法

IHil!＼動物：’)-f！.扱には ｜｜ 本コリデ

ール聞のLj)J ktf: 3 1!1 （体屯Ii約

40kg）をJIIいた。実験に先なち消

化作作1'1ilfi，：への唱｛；~！の迎行下術を

frった。ヒツジはへントノfルビタ

ールIM円'iiド（40mg/kg(,f,：屯）で），：＿

側柿1:!A.に似定し， J1，，＼陪フロカイン

でJ,,) 1i)j・ Ji!;併を行った後.1,i 1去lliJ付

近仰をI／ト｜脱してmft行を成山し．

r・xr lにぶした；n－’，＇i'の行炎泊s.第

114 ','i'および 卜J行II誌のij1央部にそ

れぞれ針屯柄 （1FW) 2 ,i,:を 4 創l

としてがjl c 111 I/¥J I渦で ffij),;,-i に ~HJ し．

II見併をl:Jiぐため紬介糸で川1ir1に凶

〉ιした 1-1・1包Hiにはステンレス裂

のが，Jil・をtlllI；して；ti'／／，＼日JI以外をカ

シューで絶縁したものをJllt、た

·,t1~ilこ脱税した名リード線はまと

めてIJW陀喰の数カ／1/i・に｜品定し．そ

の先端！を ／i (HIJ IW11!!1のr.k:1内点1ftiに誠

山させた 実験にはF術後 ・.;IM 11¥1 

以降の1,,,rn:を1ぶって供した

ヒツジは. /,I日後より’七i/,A20C. 

i!u¥J.u'.60% うとに，湖周iされたズートロ

ン1AJの卯J党’主将走市3 に，1'..l:;?1＇.した（｜刷本

ケージにJj)（千Fし.ft,i]*fはイタリア

ンライグラスの ，：tZ1＼＇（ウエフ 7ーの
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Figu1・e2. E汀eelsof exogenous injections of CCIも8and Gastrin-1 on feed intake. 
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みを 守114 11.¥q/¥l ( 10 : 0 0・

I』: 00）給りーした 飲水と鉱

山i幻’1111に朕l!l<'.させた

一ふ仰山吋!w.l北 λ内：‘榊州叫柑王＇ It)!：で汁匂 M ℃i糊 凶 判 吋 州 州州舛I 

測定 ： ~j[i王j_(助は，克服11'( 1）有

！ニ J,:f)lllll交／）＇j'jにljq;ljのステンレ

,. H·,·U~li ・対をft/ii"，：’し。 また．

"i'i化折迎動は．前 －＇1'i'.~\ Pl/ 

'1'i'および 卜 ：折II訪のれ..－111f .";: 

一パ一．…4 戸－－－・…｝払4州

、剤、作i附仲村l州州1村川・付?r''i'砕い件付守、刊十
一一一＇v----－，－，＿一一一.・•. －－－－；＿，.，.，·~－－·－－－～－ ！J.-._.J一一J一一ー～i__ .,,-L－」－~
CCK O 75 " g'l<gBW 

cow叩 国 l
一、山一ー「引一 E許制酔骨←ー~→,-+iH,;品ー

（｜ヌil ）へ誌訂された’心約iの

リード綿をノU,t,；アンフ（AB・

820G. 11本）＼＇.：＇，＇Lt）に将き， i而

,i;:1・x1被JFJをオシログラフで陥

，；.~.しながら！·~ ?.!i, ;.¥:: ,iL i;f< ,ll・ 

(WT・685G）のチャー 卜I・.に

！？じ針した これら陥屯｜χWコ，lL

Hは l foil料給与 • I• の 4 ll.1,'i,11,IJ.'li 

枕して行った H'i化符迎ITWの

:tfll立は .Ni'j','lil'XI Lに記$,kされ

るiji.f.＂，：叫1/ll( 5分）吋たりの

活動・，ttfi'，：昨（；｛ース卜）のli'i

JJgf(J~からもとめた

いヤ寸j砕目←十一守戸～「一一トi《引？「a～一」－、、

否i'r炉奇品：.1iJ・斗州A乃、炉、もい一戸F 山伊－一一よーザーザー
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股lj,した 2附｝r!O)Wj化杭；ホ Figure 3. Typical electromyographic activiti出 ofrumen. abomasum and cloudcnum after 
saline. CCT<-8 and Gastrin-1 injections. 

ルモン守 ｛'i-J1X:CCK-8 （蛍1'1

fi)f究所．大阪）およびガストリンー I（シグマ.USA) 

は．それぞれ 1mlの＇1°. .fll¥ ft J1i/，水にi'ii解し CCK-8は

0.375および0.75/l g/kgf,本市 ガストリンーlは1.06およ

び2.12/i g/kg体引を．また，対！！日には＇ l:_.f11!食品Ii水のみを

J立lj・した これらはk,1flrijと1,1)11れこf.f!i'i'(tJJIRよりjI：射的jで・

l1H止リーした ti食：，tは.~｛＼foil後より ］ 11.¥'l/',Iは10分おきに，

1-211.'iil/¥Jは15分おきに測定し．さらに 4JI午川it（二il!ll；じ

した なお．それぞれのJ止＇j-実験は処Jillの路料を )5・J.＆.し

てl¥'iilIにitった

iリられたデータU〕統，ti"処}lj[はし検定によって行った

結果

J菜食；1(: f衣食訂正砂のffll;!ilJIま.CCK-8およびガス トリ

ンー Iの位＇j・後 1-2分以1J、J(ニJJU1た それまで制i枕し

ていた崎氏行助が途凶れ，日良市をもたげてJ ，＇~IJ 時を見出し

J i必いをみせる1d'OJをぶした ｜ヌ12にこれらm化作ホル

モンtz'j・によるt:t食：，tの変化をぶした 給自，；JIJH'if；から10

分 1 1',Jのぼ食：，tは．’1=.flll 食n.~Jfくねり・と比べてm化杭：ホルモ

ン投り・ではそのti1j・ノt,;'¥f；に｜品lわらず＂，む（ p<0.01）に減

少した ’！：Pl! ft J'/i／，水J立Ij-とjヒ’｜交したそのtr11:1:1Jの,f'il主ーは．

47-67%であったが．この10分1/JJの院食1111;111）には？ ｜リJ!t(Ji

な川：1U,D必は，W.められなかった ガストリンー lの2.12

.,, g1立与を｜除いた他のl1り・;j(;'¥f，では．股lj,/を10-30）くは

40分の川に代tn的な！t食l止のj円JJIIがdめられた また．

｜山，W'i化11ホルモンのぬI；，は川：1リズl必的に掠食総；：，tを減少

させ．対！！日と比較したそれらの減少制作は.CCK-8が

10%. 13%.ガストリンー lが9'X,, 15%であったが（j広

；：－：：はz沼められなかった

ir'i化作見Mi山：号！Ll!l!!IWとil'l化相：作品llfi，：について叫られた

m;・,t.1:1・x1を｜χ）3にl初lぶした CCK- 8 の位＇；· （ま：~mill助をir11

,liilしたか．ガストリンーlJ止＇j唱では1r11;u1JガJ以はほとんど

dめられなかった

抗 ・＇1'i'では＇l:_.flll食J1,,tポ位＇j-で.15～20秒1/¥J陥で2つの

タイフの迎動（A運動およびBJill!flJJ'）が，ti!.められた

消化符ホルモンのn・'j・により I r8illJFl.i:f.",:Hf；の 1~ ＇ 1:.がl!IJ制

された

部｜叫’111 1’ではIIJIM：な ~司w削Rの前助·，t1F,: 1tr，がg認められ．そ

の：!c{(J良．は’1-:1111ft J/ .. t,t,tz 'j-でJ0f・レ1iiil去の111m活をおいてi1f.分

5 ～ 611•1であ っ た 11ldfl'i ft杭：ホルモンの殺りによって第

｜川＇1'i'Jill似JはJfll,I日lされた すなわち.f,r;助定！なnrの先生j岡

山はm化代・ホルモン4'.l:'j-i去1-2分以内｛こJfll:Iii) が始ま

り．そのffll；！；りはCCK 8では21～ 22分11',J ガストリンー
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1では32～33分I/¥Iにわたって継続した これら炉11:1,1Jの持

続II.＼＇川には川 l1tl山必が認められた

卜：桁IJ),l-C・fリられたのi爪－肋，llh＇【は微 shiで‘11)1確ではなか

ったが.1diiiri化計：;tルモンのl'止ljーによってw:1i1Jされる傾

向が認められた

第一円および部114111！＇における抗！ !Vr,Hl川！？の1M：凱j立を

iχ14 ／ニノI之した 'l')lJl食J-1,i,水位＇Jーでのii:t[J主は．第 ー川で約

10～ 151111/ 5分，都114'1111で約20-2511rl/ 5 ＇；｝で. ~l ・＇i'/

および第114', ' i'の日肋屯f，~ftl":の 1t'I＇.剣山に Jfdます’lミf'tl食品i..

,f<.j'}'j・の砂押は令．く，w.められなかった ー｝j' ホルモン

J-1＇］・のl;!3＇平については .;:j1 . ~＇｛ 辺通bではCCIく－ 8 よりガ
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111111 a代erinJcction 

ストリンー I の ｝jが抑制効~1}＇ 大きいが．部114 ¥'i' )!l!!flJJで

は1，可ホルモンのffll:I日l似」~に大きなぷ／j: I認めらオlなかっ

た

ii'i化併ホルモンの効果のil'i'.J-..:-1こより.JIil制されていた

円躍動も r1fび1 ， ~1uに r,,1かうが. ~114','1においては ー過t'I:

に対！日｛よりも大きく .!¥'1/JJJIする汗しいリパウンドが認めら

れたーそのれmtはJ世1J・ l1lによって~＇（なり．いずれのホル

モンにおいても川ほの少ない処川では位＇ J-1変111午川以｜人j

に対！！（｛とほぼliilじ水準まで1,11/UしたのにあIし．多IIJ :,tの
』－J,l:'J・では lII刊＼lではlnl仰せず白対!I(！の1.2-1.5（日の＇，＇i')!l!

11}]W/ )JI IをJはした ・ /j＇第 -'i'lにおいてはCCK-8. 
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Figure 4. Effects of exogenous CCIι8 and Gastrin-1 on frequency of ruminal and abomasal spike bursts. 
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ヌトリンー Iともにm化作B!1iJJをP'll:IHIするものの川lit!え

出はl引 Ii＇（~ではなく. 1r11:1l1H~午除後のリバウンドも，1!.!,められ

なかった

考察

il’i it行ホルモンの矧i'JJ¥IIIFc腔 ＇i-後 2-5分以内に掠食

1Nihn1rl1Wrし. Ni り込むなど自I~に対して関心を示さなく

なることをEbenezerらt・ がII不で報告している .fx々も．

[ii］憾な'ri"1VJを投lj・1-2分後にl認めた また．かれらは

CCIくの砧抗庁1］であるMK-329がIll:1tJ,D必（19にCCIくのJ菜食

jfll;hil効以を］），；＼：じるとともに行動miでのCCKの路料もjfjlえ

ることを似；与した 近年， CCKの神経調節物れとしての

機能の－っとして．ヒ卜での：恐慌ji,;;:',lfへの｜弘｜与が〆示唆さ

れているいl すなわちラソトでの’i坊主主日以からCCKが海

,I.！~にある iru本神経細H包の興需をd先発することで不安感が

ぷ起されるという 1視であるが．今川．不安感と｜長ll'J..tのあ

るl(IL)I；ぞ心l'l'r1Yx:などの’t111!,1n1じについてI調べていないの

で.i説す；iされた行動l自lでの変化がこのようなCCI＜の利i終

11，川によるものかどうかはイミIIJIである

CCK-8投＇iーによって111[1将（宮！tr動）の抑制が認めら

れたのに対して．ガストリンーll止＇J-で‘はjfjl;liJIが認めら

れなかった これは｜ヌ121二i氏したJi食i止のjfjl:1;11とヂ！古し

ているようであるが. ll lllll母IL'il/\1が長く I＼•忠ドが遅延したこ

とがfA：食：，tのir11m,1につながったと思われる ii'1｛ヒ代・ホル

モンによって111Li哨の伴ti:とiilll的時間の延長という掠企ti・
1ilJに及ぽす；j診粋がJ'ilなるとすれば興11,j；、深い,1，＇，（であるが ι

他にこのようなl叱~J もなく似1J'1i( も少ないので．今後行動

Jttiからの検汀が必叫と｝JI，われる

J弔食： ， tー と m化作起1v1 には IJ.:l ~I生l係があると山われる

が. 1！企：，tの fl｛ドが｜文13 のような♀i日＇｛な ill化計辺助Ii~ ド

の11'(1浅のbiilA:Iになるとは与えにくい ’た｜探. 4 ll!il/11のかl

料給＇H去に自if.j,,ll,i1l1のfoil*lをll:i'sょすることによって保食h・
耐を労Hlill的に終 l’させても＇ ii'i化仇：ホルモン1'.t り・11~1tのよ

うに消化'1";;11.!助が11'1：ちに低，，する ことはない m化作ホ

ルモンによる消化作迎：［VJの低ド．すなわち ．円からドm
ii'i化作への食州対日l＇，のli~ (gastric emptying rate）が

侃ftりtを IL~ ドさせていると与える }j"が妥叶である

Weslら，， は．ラットに対して服悦l人lへのCCK-8の

えli杭I'.:：りを行ない＇ fi食総：，tでは対！日！［ズとの間にX1を認

めなかったが． 1 j菜食（meal）吋たりの保食：，tの減少と

探食材i肢のm加という1i"!fVJ1(1iで・のX:民を制作している

われわれは.IJtiJ＼したヒツジの掠食行動を数Iii＼化して訓

べていないので存倒的なデータとしては示せないが．行

動聞記ぞからは消化社：ホルモンのjfjl制効＊が持続している

lt¥11ま＇ 1菜食のrjI断各紙繁に，w.めた このことは抹食頻度

の附加と H:1i食吋たりのJ菜食litの減少をうかがわせるも

のである

技々の＇j~！践では， m化作ホルモンJ世＇H去 1 ～ 2 分以｜人j

のほ，;r同時に保食行動のffll/lil］とm化作迎!fiJJの1fll:lillが観察

された 7出品卜における！戊ヒツジの心l1'1i'l'1:it (1,j分）を

約 8Q ，，として。術開血液祉のlfUE:fti'i.(f本竜× 7%→約

2.8Q）から訊訂すると，指1WI服投与されたm化杭：ホル

モンは大11/JIJJ耐：i1l1で・f,l,: 1J、，J/IMJに人り＇ l分以内にはすで

に』.：fi'i受持i本付近に長11述していると f，必されるや

このようなH'i化作ホルモンのボ十i'H'llワー俊．阪く制II、.＇iii/II

でほ｛孟＇ l1i] IIキl こWifr.W祉l!fWと f~食行動のjfJl;lill がJ'Jlれること

の解釈として，次のような般論ができる すなわち

CCIく－ 8のff!IJII自主絞りではt:R食行動のJJll/jjl印刷flが位＇j・後

15分と遅いこといや CCK-8はl血液脳｜生11'rlを通過でき

ないとと 却ー また ， 情1~·~11直下述λ！とや，，紙切断は . IIむw：~内投

'J-されたCCKのJ主食Jfll;[ii］効＊を阻止する 10ことなどか

ら.m化竹や！｜「II雌笥；の4乙N'il以総にtr.化する受谷部からq1

削への求心性シグナJI,＇ぷ述が掠食行動の Jr11:1111により大き

くI見｜ワーしている11Jf世「｜：がtrniWIされる

CKの』~1'l'iiiコ川に関連してRaybould and Tache H は．

ラットを用いてCCK-8によるil'i化住：Will!Jのffllilil！にカフ

サイ シン感受性の迷ん神経求心系が｜生I,i-していることを

村山与している

ti食：，tに.＆（ますm化守・（：ホルモンの：m平は・過.，，，：で.tt 

'J-l妥 a定ll!i川のi去には（＼＇:fft(J¥Jにほ食はが附えて．総：Jtで

は刈！！（！I＞（との≫はJ!l月くなることが仰向されている 日

.Jx々 のt,'i川！でも.Wi化符ホルモンによるJ菜食祉のjfjl;j日間l

~は投 ＇J·後卸II判＇，］で消失し．その後，代前的なJ菜食 l,lの

内可｝JIIが認められたが.m化杭；ホルモンのtll1:i-11tが明えれ

ばJ菜食：1（の川1Uも遅れ．全保食：1tが少なくなる傾向がg；と

められた 同食仰;!illi）；以が民くりがtすると， 4 IIキI/IIとl

う；wm」されたIL1jcl州人lには採食が1111似しないものとjよlわれ

る

11l,j il'l化許ホjレモンの運動JJIHU1J,i.1J出は＇ ~; －＇，’jと第問r','

で見なった。すなわち．第 一行運動ではCCK-8よりガ

ストリンー lの｝jが1fll制効兄ミが大きいが.t011q '(/ tr動で

は11lijホルモンのtJP;!HI効以には大きな治は認められなかっ

た。

またl~ りされたH'i化計ホルモンにより Jf11:!iJI されていた

'1＇／足MVJも ・7.iピ11.'H/',J経過後は11Jび1111出に向かうが. ~n問刊

においては ・過性にあtr!Hよりも大きくW/JJIIする汚しいリ

バウンドがM！.められた，そのリバウンドの持続は投＇i・r,t
によって到なり．いずれのホルモンにおいても同日の少
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ない処f1Jlでは-t:Z'H去lIIWlJ以内にほぼ対！！日のぷ準まで同

出しているのにあIし.Ill fitの多い処聞では lHキ11¥Jを経過

しても対！！｛｛の1.2～1.4附の問先な運動がみられた。－｝j,

:;fl－＇，＇／においては CCK-8. ガストリンー！ともにil刊ヒ

析運動の抑制は認められるものの川：1t反出はlりJtt'(liで‘な

く.f!ll:lll］併除後のリバウンドも認められなかった

このような消化作ホルモンに対するil'ifヒ柏市l>f,'i:のJX:1，己

主のJJ;H.1;1としては，各ホルモン受谷i本の分イli'fiキ；位＝の」長児

などが与えられる白Menozziらw によれば．モルモット

'1＇／の、 r;・i'l'tm；に ｛（(EするCCI｛および｜見lkliベフチド・受符休

ま．ともにガストリン受存体であることを緑町している

われわれは. ~if/4'1 ’f に｜品1 しでは見なる )IJ :itのCCK-8と

ガストリンー IlQ' 'j・によっても ．ほぽlriJじような円運動

ハターンをねたが．先生分化的にlズすう助物の抗114＇，’fは

111円動物の＼＇／に如、 ［＇1することを与えると，今1111位＇J.した

2州知のへiフチドは共通のガストリン受持体（CCI心B受

’Wf,t,；とl,iJじ）に作JIJしている 11f能1'1：が与えられる

i1’i化＇）＇，；：ホルモンの受千五体にはそれぞれに l!iWfrりな1.'ilie

f)I）があるので．それらを)IJl、て河川ヒJ作部付のhZI.必ぷへの

受’作｛本分市の｜民J'j・を検，111；する必叫がある

I・ ．折JI幼運動に｜刻しては．われわれの’克服でti¥られた

前助1甘fl°，：・は191fi1Jiなものではなかったが.CCK1・止＇fによる

迎!l)J.バr11:n1Jの傾向を.w.めた CCKの I・ ~指JI幼足l!動への作川

については，促進H と促進と抑制の1ild布引が山内されて

l、る 後行の・J~ fl,•lj をラットで阪；りしたGiulianiらU によ

れば.1＇／＇~ IU訓告りされたCCK- 8 は11\.i!陀伊，，純白羽の交感神粁

ニューロンに 11'1｝~14-i fl J することで小脳の11!動をJfll:lll］する

が．小！似l：部の神高官を1j!I打放することにより小Jltlill!liゆがf}i!

進されると結論している ,j,:＇）ミ験でIIJJ(i'(jiな市助＇，'llf占．が何

られなかったのは. ·,tt州事~抗日l\f1°，：やn・tliMiをJI］（、たi!lll定

Jiil；咋にJ/'.JJ叫がある 11［能’l'I：もあるので。 卜：桁！｜幼迎動に

対するii'l化杭；ホルモンの｛ti川について。uえするには叫に

検,Hが必叫であるa
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Effects of Exog・enous Injections of Cholec.rstokinin-8 and Gastrin-I on 
Gastroduodenal Motility and Feed Intake in Sheep 

Takashi UENO. Fwnihiro OHT.必-l"II' 

Department of Animal Breeding and Reproduction 

'' Mational Agricultural Resea1℃h Center for Hokkaido Region 

ummary 

The effects of exogenous injections of gasl.roinleslinal hormones, CC［（・8and Gastrin-1, on feed intake and gasll ocluo-

clenal motility in conscious sheep were studied in lhis experiment. 

In each sheep initiation of the suppression or feeding behavior was recognized within l to 2 min arter intravenous injec・ 

Lions of all closes of CCK-8 and Gaslrin-I. Single bolus injections of CCI<-8 and Gaslrin-1 caused suppression of feeding 

behavior in the first 1・2min after injection. 

The magnitude of inhibition of fee【lingwere close related over the range of closes tested. The suppression of feed 

intake relative to the saline control in Lhe first 10 min after injection were ranged from 47 to 67%. The apparent compensa・

Lory increase in feed intake for the decrease at the initial period were observed in the 10-40 min feeding period, however. 

the total amount of feed intake in 4 hours decreased either by injection of CCK・8or Gaslrin-1. 

Abomasal EMG activity was disappeared within 1・2min after the injections of both CCIく・8and Gastrin-[, and the 

inhibitorγeCfects lasted 21・22min an cl 32・33min, respectively. ・n1e duration of inhibition was longer in high close injection. 

and Lhe abornasal motility was suppressed in a dose-dependent manner, whereas suppression of lhe r-uminal motility by 

CCK-8 and Gastrin-1 injections were not in a dose-related manner. Afler disappearance of inhibito1γeffect, the abomasal 

motility abruptly increased by nearly I. 5-fold compared with that of the saline control and then began to gradually 

decreased to the control level. 

'D1e results of these experiments indicate that the gastrointesitinal motilities in sheep show regional differences in its 

response to exogenous CCK-8 and Gastrin-T 
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